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１．研究計画の概要 

我が国において、Aspergillus属菌（主にA. 

fumigatus）が起因菌であるアスペルギルス

症は増大の一途をたどっている。A. 

fumigatusを初めとする糸状菌－宿主相互作

用の研究は途上にあり、未解明の部分が多

く残されている。さらにAspergillus属菌はそ

の生育過程において、分生子から膨化分生

子、そして菌糸へと形態を変える。その形

態と共に表面構造も変化することが知られ

ている。しかしながらこのような形態変化

を考慮に入れた研究は非常に少ない。真菌

と宿主の相互作用について分子レベルで解

明することにより、いまだ不明な部分が多

いアスペルギルス症成立の機序を明らかと

するだけでなく、治療・創薬への応用が期

待される。 

そこで本研究課題では、A. fumigatus各形

態と結合する宿主因子の探索・同定・機能

解析を目的として研究を進めている。 
 

２．研究の進捗状況 

これまでに不死化されている樹状細胞株

DC2.4細胞を用いて、細胞表面タンパク質の

抽出を行い、A. fumigatus菌体と結合するタ

ンパク質について質量分析法による解析を

行ってきた。しかしながら、膜貫通領域を

持つような受容体タンパク質の共沈はこれ

までに確認されていない。共沈タンパク質

の多くは核タンパク質であった。この理由

として、糖鎖を認識するレクチン受容体の

リガンドとの結合力の弱さ、またその発現

量の少なさが考えられる。一方で、多くの

核タンパク質が結合したことから、このよ

うな細胞内タンパク質との相互作用が宿主

による真菌認識に何らかの影響を与えてい

ることも推測される。 
並行して、これまでに A. fumigatus と結

合することが示された血清たんぱく質 2種
について検討を進めた。蛍光ラベルした血
清タンパク質で解析を行った結果、いずれ
も A. fumigatus の分生子、膨化分生子、菌
糸においてこの血清タンパク質が結合しう
ることを確認している。2種のうち、1種の
たんぱく質が著しく生育を促進し、さらに
分枝を促進することを突き止めている。現
在、本血清タンパク質が A. fumigatus の生
育に及ぼす分子メカニズムについて詳細に
検討を進めている。 
 

３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進んでいる 
現 在 ま で に 複 数 の 宿 主 因 子 が A. 
fumigatus 菌体に結合することを見出し
ている。 
 

４．今後の研究の推進方策 
現在までに同定された宿主タンパク質に

ついて分子レベルでの解析を進めたい。また、
これまではプルダウン法による分子の同定
を進めてきたが核タンパク質のみが同定さ
れている。この核タンパク質の結合が宿主応
答に何らかの影響を与えているかどうかを
解析すると同時に、ファージディスプレイ法
などほかの方法での宿主因子同定を進めた
いと考えている。 
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